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周手術期・クリティカルケア領域における深部静脈血栓症の

看護研究の傾向分析：テキストマイニング手法を用いて

林　久美子 1）　髙橋由起子 2）　桐山啓一郎 3）

Ⅰ．はじめに

　深部静脈血栓症 Deep Vein Thrombosis（以下：DVT）とは，筋膜より深い深部静脈に血栓を生じた状態
である．2004 年の診療報酬改定「肺血栓塞栓症予防管理料」の新設に伴い，日本循環器学会や日本医学放
射線学会など合同研究班からなる肺血栓塞栓症 深部静脈血栓症（静脈血栓塞栓症）予防ガイドライン作成
委員会（2004）から「肺血栓塞栓症および深部静脈血栓症の診断，治療，予防に関するガイドライン」が
出され，ガイドラインに基づいた DVT の診断や治療が行われることとなった．
　DVT に関する医学研究において，下肢人工関節術後の DVT 発症因子や大腸癌周術期の DVT リスク因子（下
山，2013；中村ら，2013）が調査されるなど，DVT は疾患や術式により，様々な発症危険因子のエビデン
スが出されている．中村（2007）は，「手術においては，手術そのものが強い危険因子になるばかりでなく，
手術に伴って原疾患，手術時間，麻酔方法などの種々の危険因子が患者に加わる，このため手術に関するリ
スクは，これらの付加的な危険因子を総合して評価する必要がある．」と述べており，周手術期・クリティ
カルケア領域において DVT のリスク評価，予防は必須の課題となっている．DVT の予防は，薬物療法以外
では「早期歩行」「弾性ストッキング」「間歇的空気圧迫」が提唱されており，看護の担う役割は大きい．
　DVT に関する看護研究も数多く発表されている．山川ら（2015）は，足関節背屈時で弾性ストッキン
グの圧迫圧が上昇し，5 分間の足関節背屈運動により筋組織内の血液量が低下した事を報告している．ま
た，一ノ瀬ら（2007）は，弾性ストッキングと間欠的空気圧迫装置を併用した患者に，足の蒸れや暑さな
どの不快感があったと述べている．DVT に関する看護研究の視点は多岐に渡っており，その傾向を明らか
にすることは，今後の DVT に対する看護における研究課題の示唆を得ることにつながると考える．しかし，
DVT に関する看護研究の文献レビューは，脳卒中患者を対象にした研究（高橋，2010）や，間歇的空気圧
迫法に焦点を当てた研究（平尾，2008）が存在するが，周手術期やクリティカルケア領域での DVT に関す
る文献レビューは存在しなかった．
　今日では論文の多くは学術機関リポジトリーとして公開されているものが多く，特にアブストラクトにつ
いては Web 上で多くのテキストデータとして利用が可能となっている．また，近年ソフトウエアの開発と
ともに，テキストマイニング手法を用いて文字情報を数量的に質的に分析することが可能となってきた．テ
キストマイニングソフトの中には原文の文字列や単語や類義語群，さらにはグループ化された一連の単語群
を検索し，リストを作成し，そのリストを一覧表として出力する機能があり，質的研究においてきわめて有
用であると言われている（いとう，2013）．そこで，本研究にあたり，KH-coder によるテキストマイニン
グの手法を用いることとした（樋口，2014）．

Ⅱ．目的

　本研究の目的は，周手術期・クリティカルケア領域における看護研究のアブストラクトより，テキストマ
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イニング手法を活用し，DVT に対する看護研究の傾向を明らかにすることである．

Ⅲ．方法

1．データ収集方法

　医学中央雑誌 Web 版でキーワード「深部静脈血栓症」，「周手術期看護」，「クリティカルケア」で and 検
索し，論文種類は「原著論文」，分類は「看護」，「抄録あり」で絞り込み検索を行った．なお，分析対象は
医学中央雑誌 Web 版で掲載されているアブストラクトとした．

2．分析方法

　対象文献のアブストラクトを KH-coder を用い，テキストマイニングを行った（樋口，2014）．分析の手
順は，Term Extract による複合語の抽出，頻出 150 語の抽出，KWIC コンコーダンスを行った結果により強
制抽出語を設定した．
　品詞別に出現回数を抽出し，類似語を選定し，コーディングルールファイルを作成した．コーディング
を実行後に，段落を単位とした単純集計と，各コード間の関連の強弱を測定する類似度行列を実施し，Jac-
card 係数を算出した．Jaccard の類似性測定は，0 から 1 までの値をとり，関連が強いほど 1 に近づくもの
である．
　最も出現回数が多かった抽出語「患者」を関連語とする共起ネットワーク分析を実施した．共起ネット
ワーク分析とは，出現パターンの似通った語，すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネットワークを描
く手法である．「患者」を関連語とする共起ネットワークでは，「患者」と関連の強い語のネットワークを描
くことができる．描画の条件として，強い共起関係ほど太い線で描画，出現数の多いほど大きい円で描画を
設定した．また，描画する抽出語数を 50 に設定した結果，Jaccard 係数は 0.428 以上となった．
　抽出語の対応分析を実施した．対応分析では，出現パターンに取り立てて特徴のない語が，原点（0，0）
の付近にプロットされる．そして，原点から離れている語ほど，特徴的な語であると判断される．分析に際
して，差異が顕著な上位 50 語を分析に使用し，出現回数が多い抽出語ほど大きなバブルとなるバブルプロッ
トに設定した．

Ⅳ．倫理的配慮

　対象文献のアブストラクトは，全て医学中央雑誌 Web 版で公表されているものとし，研究対象とした文
献の著作権を侵害しないように配慮した．

Ⅴ．結果

　文献検索を 2017 年 3 月に実施した結果 50 件であり，DVT に関わりのない文献が 1 件，別学会誌に掲載
された重複する文献が 1 件存在したため除外し，48 件を対象文献とした．対象文献一覧を表 1 に示す（表 1）．
　Term Extract で複合語の検出におけるスコア 80,000 以上の複合語と，頻出 150 語の抽出において，出現
回数が 30 回以上であった抽出語の結果，および KWIC コンコーダンスの結果を踏まえて，「深部静脈血栓症」

「深部静脈血栓」「DVT」「静脈血栓塞栓症」「VTE」「肺血栓塞栓症」「肺塞栓症」「肺血栓症」「PTE」「PE」「間
歇的空気圧迫装置」「間欠的空気圧迫装置」「間歇的空気圧迫法」「間欠的空気圧迫法」「IPC」「弾性ストッキ
ング」「弾スト」「ES」「術前」「術後」「圧迫圧」「加圧」「血流速度」「血流量」「血圧」「大腿静脈」「皮膚ト
ラブル」の強制抽出語を設定した．
　品詞別出現抽出語リストで多かったものは，名詞で「患者」88 件，「対象」39 件，サ変名詞では「予防」



－ 3 －

朝日大学保健医療学部看護学科紀要　第 4 号（2018年3月発行）

表 1　対象文献一覧
著者名 年 タイトル

1 高森昭美，他 2000 人工膝関節置換術後，急性期のリハビリテーション看護
術後塞栓症（下肢深部静脈血栓症）の予防に向けて

2 柳澤律子，他 2001 間歇的空気圧迫装置使用による下肢末梢循環の検討
3 堀内寿恵，他 2001 弾性包帯の圧迫法の検討　圧迫圧と総大腿静脈血流速度の測定から
4 宝泉雅代，他 2001 載石位における肺塞栓症予防　背屈運動と間歇的空気圧迫装置との比較
5 谷内智子，他 2001 載石位における肺塞栓症予防　間歇的空気圧迫装置を導入して
6 金田栄子 2002 下肢深部静脈血栓症予防に使用される段階的圧迫下肢ストッキングの各社比較
7 大久保千夏，他 2003 AV インパルスの使用感調査　術後の創痛との関連を考える
8 荒木美智代，他 2003 下肢弾性ストッキングを用いた術後深部静脈血栓症予防への取り組み

9 中川名帆子，他 2004 深部静脈血栓症における患者指導方法の検討
リスクマネージメントリストの導入によるリスクの判定と指導内容の統一を目指して

10 沢田美代子，他 2004 下肢血流のうっ滞を防ぐ足関節他動運動の有効性
11 永松美枝子，他 2005 深部静脈血栓予防の取り組み（看護の統一化をめざして）
12 水口奈緒美，他 2005 術後の血栓予防に間欠的加圧装置を使用した患者の快・不快に関する調査
13 住吉麗子，他 2005 術中 DVT 予防を目的とした弾力性ストッキングの検証　圧迫圧と形状，装着感の比較

14 木村佳子 2005 胸部外傷患者に対する肺合併症予防の看護を振り返って
多発外傷患者の急性期看護を考える

15 山田直美，他 2005 人工股関節全置換術後患者の医療用弾性ストッキング着用自助具の作製

16 池田幸子，他 2006 術後深部静脈血栓予防のための弾力性ストッキングによる皮膚トラズルの実態調査
ケアマニュアルを作成して

17 山田豊子 2006 人工股関節手術における DVT 予防を実践するための EBN について
18 松原美保，他 2006 深部静脈血栓症予防策指導法の検討

19 鈴木優美，他 2006 弾性ストッキング着用中の 5 分間足関節自動運動による下肢静脈血流の促進効果
全身麻酔手術後 1 日目の患者を対象として

20 清水小百合，他 2006 ICU における肺血栓塞栓症予防の取り組みの実態
21 宇田裕岐，他 2007 深部静脈血栓症予防に対する患者の認識
22 久保有里，他 2007 看護師のかかわりによる患者の深部静脈血栓症に対する予防行動の変化

23 佐藤泉，他 2007 手術中の間歇的空気圧迫法装置装着患者における発赤予防対策の検討
気泡シート（いわゆるぷちぷち）の有効性

24 塚田陽子，他 2007 静脈血栓塞栓症予防対策の現状と課題　予防マニュアル導入前後の比較
25 一之瀬容子，他 2007 術後患者に対する弾性ストッキングおよび間欠的空気圧迫装置併用時の装着感の調査

26 松原由季，他 2008 人工膝関節全置換術患者に対する術前の深部静脈血栓症予防指導の効果
視聴覚教材と体験学習を含む予防指導プログラムを用いて

27 山下真人，他 2008 前方進入法人工股関節全置換術患者の周術期看護について
28 木村三沙，他 2008 術後 15 日目に肺梗塞を発症した 1 事例

29 灘本武 2008 手術室看護師の深部静脈血栓症予防に対する意識調査と改革
深部静脈血栓症学習会前後の比較を通して

30 森涼子，他 2008 人工股関節置換術後患者に対する足関節運動の効果
特に深部静脈血栓症予防としての意義

31 宮本祐子，他 2008 泌尿器科術後における PTE・DVT 予防の実態調査
腰椎麻酔後における看護師の意識調査から

32 長島緑，他 2009 rt-PA 療法の超急性期における看護構成要素の抽出
rt-PA 療法を受けた 3 事例の共通したケアの検討

33 深澤由起子，他 2010 静脈血栓予防マニュアルを作成して　看護師の認識調査を踏まえて
34 依光弥佳，他 2011 看護師の弾性ストッキングに関する知識向上を図り、効果的な着用を目指した取り組み
35 佐藤修平，他 2011 手術後患者の弾性ストッキングの着用状況の実態調査　勉強会実施前後の比較
36 岡本美紀，他 2011 深部静脈血栓症の効果的なアプローチ　弾性ストッキング着用の実態調査
37 柘野浩子，他 2011 成人看護学実習における運動器疾患患者の傾向と看護展開

38 知念真紀，他 2012 A 病棟における深部静脈血栓症予防
指導パンフレット活用によるスタッフのモチベーションの変化

39 佐藤信子，他 2012 深部静脈血栓症に対する周術期の看護ケア
血栓溶解用マイクロカテーテルを留置し軽快に至った 2 例を通じて

40 對馬朝美，他 2012 深部静脈血栓症予防マニュアル導入による看護行動の変化の検討
41 土岐沢優紀，他 2012 婦人科悪性腫瘍手術における深部静脈血栓症 / 肺塞栓症の予測方法

42 大原麻理子，他 2012 股関節骨折手術における深部静脈血栓症のリスク検討と予防
手術までの日数に着目した下肢の運動アプローチ

43 伊藤美華，他 2013 産婦人科手術後に間欠的空気圧迫装置と弾性ストッキングを併用した患者の装着感の調査

44 神谷美喜，他 2015 整形外科病棟における静脈血栓塞栓症予防に向けての取り組み
アセスメントシートを活用して

45 山川尚子，他 2015 他動的足関節運動中の弾性ストッキングの圧迫圧と筋酸素化状態の測定
46 大渡律好，他 2015 皮下埋込式中心静脈リザーバーポートの留置位置の工夫について　8 症例の経験

47 長谷川梢，他 2016 弾性ストッキングによる皮膚トラブル発生予防への取り組み
～スタッフの知識の統一と、定期的な皮膚観察導入を行って～

48 熱田春枝，他 2016 術後弾性ストッキング装着に対する患者の不快感についての検討
整形外科手術における弾性ストッキング着用による不快感の検討及び術後の腫脹との関係
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82 件，「看護」43 件，形容動詞では「明らか」18 件，「不快」17 件，動詞では，「行う」52 件，「考える」
22 件，「強制抽出語では「DVT」71 件，「術後」46 件であった（表 2）．

表 2　品詞別抽出語リスト

名詞 件数 サ変名詞 件数 形容動詞 件数 動詞 件数 強制抽出語 件数
患者 88 予防 82 明らか 18 行う 52 DVT 71
対象 39 看護 43 不快 17 考える 22 術後 46
関節 25 装着 35 有意 16 受ける 17 弾性ストッキング 31
下肢 24 運動 32 必要   9 認める 17 深部静脈血栓症 28
アンケート 18 実施 28 危険   7 用いる 10 ES 20
効果 18 調査 25 重要   7 知る   8 IPC 19
大腿 18 検討 24 適切   7 得る   8 術前 14
ストッキング 17 圧迫 23 有効   7 分かる   8 PTE 13
病棟 17 発症 22 可能   6 感じる   7 PE   8
皮膚 16 使用 20 同様   6 思う   7 VTE   7

表 3　コードの単純集計

コード名 頻度 ％
深部静脈血栓症 33 68.8 
弾性ストッキング 22 45.8 
装着 21 43.8 
間歇的空気圧迫装置 14 29.2 
患者教育 12 25.0 
肺血栓塞栓症 10 20.8 
マニュアル   6 12.5 
コード無し   4   8.3 
文書数 48

表 4　コードの類似度行列

コード名 深部静脈
血栓症

肺血栓
塞栓症

間歇的
空気圧迫法

弾性
ストッキング 装着 患者教育 マニュアル

深部静脈血栓症 1.000 
肺血栓塞栓症 0.303 1.000 
間歇的空気圧迫法 0.205 0.143 1.000 
弾性ストッキング 0.410 0.143 0.241 1.000 
装着 0.317 0.107 0.250 0.654 1.000 
患者教育 0.324 0.048 0.083 0.214 0.179 1.000 
マニュアル 0.182 0.231 0.111 0.167 0.080 0.200 1.000 

＊深部静脈血栓症
　深部静脈血栓症 or 深部静脈血栓 or DVT or 静脈血栓塞栓症 or VTE
＊肺血栓塞栓症
　肺血栓塞栓症 or PTE or 肺塞栓症 or 肺血栓症 or PE
＊間歇的空気圧迫装置
　間歇的空気圧迫装置 or 間欠的空気圧迫装置 or 間歇的空気圧迫法 or  間欠的空気圧迫法 or
　間欠的空気圧迫 or 間歇的空気圧迫 or IPC　or メドマー or インパルス or フットポンプ
＊弾性ストッキング
　弾性ストッキング or ストッキング or 弾スト or ES
＊装着
　装着 or 着用
＊患者教育
　指導 or パンフレット
＊マニュアル
　マニュアル or ガイドライン

図 1　コーディングルールファイル
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　頻出 150 語および品詞別出現抽出語リストを基に，図 1 のコーディングルールを作成した．コーディン
グ後の単純集計の結果を表 3 に示す．コーディング単位を段落とした場合に，コード「深部静脈血栓症」
が頻度 33 で 68.8％と最も多かった．次いで，コード「弾性ストッキング」が頻度 22 で 45.8％であった．コー
ドの類似度行列の結果を表 4 に示す．コード「弾性ストッキング」とコード「装着」の Jsccard 係数が最も
高く 0.654 であった．次いで，コード「深部静脈血栓症」とコード「弾性ストッキング」の Jaccard 係数が
0.410，コード「深部静脈血栓症」とコー
ド「患者教育」の Jaccard 係数が 0.324
であった．
　『患者』を関連語とする共起ネットワー
ク分析では，ネットワークは 8 つに分
かれていた．『患者』を中心としたネッ
トワーク内の抽出語数は，27 語であり，
その他の 6 つのネットワーク内の抽出語
数は 2 ～ 4 語であった．『患者』を中心
としたネットワークでは，「深部静脈血栓
症」「予防」「対象」「術後」「DVT」「予防」
などが，共起関係が強いことを表す太
い線で結ばれていた．また，同じネッ
トワーク内で「人工」「股関節」「置換」
の 3 語が，共起関係が強いことを表す太
い線で結ばれ，「入院」「パンフレット」「指
導」が結ばれていた．その他のネットワー
クでは，「不快」「感じる」がネットワー
クを結んでいた（図 2）．
　対応分析では，原点付近に，一番大き
なバブル「患者」が布置され，その近傍
に「手術」「説明」が布置された．また，

「IPC（間歇的空気圧迫法）」「ES（弾性ス
トッキング）」が成分 1 において負の方
向に，成分 2 において正の方向に特徴語
として布置された．また，成分 1･2 にお
いて負の方向に「血流速度」「圧迫圧」「ス
トッキング」が特徴語として布置された．
さらに，成分 1 において正の方向に「PTE」

「介入」「療法」「リスク」などが布置さ
れた．（図 3）．

図 2　『患者』を関連語とした共起ネットワーク分析

図 3　対応分析
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Ⅵ．考察

　品詞別出現抽出語リストにおいて「患者」「対象」「予防」「看護」「装着」「DVT」「弾性ストッキング」が多く，
DVT に対する看護研究は，術後患者を対象として，弾性ストッキング装着などの DVT 予防の観点で多くの
看護研究が実施されていることが示唆された．また，『患者』を関連語とした共起ネットワーク分析でも，

「深部静脈血栓症」「術後」「看護」「予防」「DVT」がネットワークを結んでおり，品詞別の抽出語の出現回
数の結果と同様に，術後患者を対象とした DVT 予防が看護研究として多く行われていることが推測された．
　コーディング後の単純集計の結果，「深部静脈血栓症」が 60％以上と「弾性ストッキング」，「装着」が
40％以上であったことや，コーディング後の類似度行列から，「深部静脈血栓症」と「弾性ストッキング」
の Jaccard 係数が高かったことより，DVT に関する看護研究においては，弾性ストッキングの装着に関する
研究が多いことが示唆された．また，「深部静脈血栓症」と「患者教育」の Jaccard 係数が高かったことより，
DVT に関する看護研究では，患者教育も行われていると考える．
　さらに，『患者』を関連語とした共起ネットワークにおいて，「人工」「股関節」「置換」「入院」「指導」「パ
ンフレット」がネットワークを結んでいることから，その中でも人工股関節置換術を受ける入院患者を対象
としてパンフレットを用いた指導を行う看護研究が多く行われていると考える．人工股関節置換術の DVT
発生率は 21.1% であったと報告もあり（藤田ら，2010），看護領域においても，DVT 高リスク患者に対す
る予防が重要視されていると考える．さらに，「不快」「感じる」の抽出語がネットワークを結んでいる
ことや，より，DVT 予防具の不快感を調査した研究が多く行われていると考えられる．DVT 予防具によ
る不快感には，皮膚障害の原因や徴候である “蒸れ” や “痛み” “痒み” などが報告されている（一ノ瀬ら，
2007）．DVT 予防具の装着による不快感の改善を行うことにより，皮膚障害を予防していくことは重要
な看護であると考える．
　対応分析において，出現パターンに取り立てて特徴のない語が原点の付近にプロットされるため，「患者」

「手術」「説明」などは，出現回数の多い語句ではあるが，出現パターンには特徴は認められなかった．また，
「IPC」「ES」が成分 1 において負の方向に，成分 2 において正の方向に特徴語として布置され，「IPC」「ES」
は DVT 予防具であり，DVT 予防に対する看護研究の特徴的な用語であると考える．また，成分 1･2 におい
て負の方向に「血流速度」「圧迫圧」「ストッキング」が特徴語として布置された．DVT の予防具の弾性ストッ
キングは，下肢を圧迫し静脈の総断面積を減少させることにより静脈の血流速度を増加させ，下肢への静脈
うっ滞を減少させる効果がある（肺血栓塞栓症 深部静脈血栓症（静脈血栓塞栓症）予防ガイドライン作成
委員会；2004）．そのため，同様の出現パターンをもった特徴語として布置されたと考える．
　今回，本研究において深部静脈血栓症に対する看護研究の傾向分析をテキストマイニング手法により試み
た．今後は、テキストマイニングの手法を用いた研究の傾向分析と質的な文献レビューとの比較をすること
で、テキストマイニング手法の結果の有用性を検証する必要があると考える．

Ⅶ．結論

1�．DVT に対する看護研究では，術後患者の DVT 予防の観点での研究が多く，とりわけ，人工股関節置換
術後患者を対象とした研究が多い傾向にあった．

2�．DVT に対する看護研究の特徴語は「IPC」「ES」の DVT 予防具や「血流速度」「圧迫圧」「ストッキング」
の DVT 予防具の効果を示す抽出語であった．

　本研究に関連して，開示すべき利益相反関係にある企業等はない．
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